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ひろばトーク てらさか

若者が自分の仕事にやりがいと誇りを持てるように

特
集

平和と福祉シリーズ　

原爆と原発

わたる

　寺坂　渉さん全国福祉保育労働組合東海地方本部　副執行委員長
第19回社会福祉研究交流集会　若手分科会担当実行委員

─原爆も原発被害も日本で起きた私たちの問題

総合社会福祉研究所　会員のつどい
開設25年！　全国５つの地域から現場でつくる
新しい社会福祉の実践報告と交流を行います。

日時●2013年８月31日（土）　午前10時半～12時半
会場●愛知大学名古屋キャンパス

総合社会福祉研究所　TEL06－6779－4894　FAX06－6779－4895
http://www.sosyaken.jp/　　E-mail：mail@sosyaken.jp
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精神科ソーシャルワーカーと精神保健福祉士養成 ……………………… 山本　耕平
　――新カリキュラムの狙いと、先輩ソーシャルワーカーのねがい――

新システムと保育者養成の現状及び課題 …………… 杉山（奥野）隆一・西垣美穂子

介護福祉士養成の課題 ……………………………………………………… 堅田　知佐

社会福祉士養成をめぐる諸問題　 ………………………………………… 矢部　広明

特集２　社会保障と税の一体改革の批判的検証
「社会保障と税の一体改革」は、何を目指しているのか ………………… 芝田　英昭

消費税と社会保障――消費税増税を許さない …………………………… 浦野　広明

地方財政改革と住民の暮らし ……………………………………………… 森　　裕之

総合社会福祉研究 本体2000円
（税・送料別）第41号

特集◎福祉専門職養成をめぐる諸問題

ホームページ http://www.sosyaken.jp/ E-mail:mail@sosyaken.jp

社会福祉実践･運動と研究活動を結びつけ、国民の立場に立った社会福祉･
社会保障のあり方を真摯に追究する研究誌｢総合社会福祉研究｣
★年2回刊･便利な定期購読をお薦めします。
★総合社会福祉研究所会員は価格が割引されます（1冊 1800 円・送料別）。

総合社会福祉研究所 〒543―0055 大阪市天王寺区悲田院町8―12
TEL06（6779）4894 FAX06（6779）4895

第40号　特集◎震災と社会福祉

第39号　特集◎社会保障・社会福祉研究に今求められていること

震災と社会保障・社会福祉 ………………………………………………… 浜岡　政好

東日本大震災被災者救済の課題と方向─「災害救助法」の徹底活用を─ 出口　俊一

原発依存と利益誘導からの脱却を ………………………………………… 清水　修二

東日本大震災と福島県の復興にむけて …………………………………… 丹波　史紀

社会保障・社会福祉研究に今求められていること ……………………… 藤松　素子

労働者階級の貧困と社会保障 ……………………………………………… 唐鎌　直義

核時代の生存権とナショナルミニマム …………………………………… 本間　照光
　──いのちを捨ててそびえ立つ経済社会　3･11からの転換

障害者自立支援法をめぐるこれまでの運動の経過と今後の課題 ……… 塩見　洋介

＜座談会＞　杉村宏さん、朝日健二さんに聞く　　聞き手　藤松素子さん



ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
、そ
し
て
福
島

～
核
・放
射
能
か
ら
、人
と
し
て
生
き
る
権
利
を
守
る
～

 広島平和記念公園の原爆死没者慰霊碑には「安らかに眠って下さい　過ちは繰返しませぬから」という
文字が刻まれています。修学旅行生にガイドさんが話していました。「主語がないのはなぜだかわかる？　
あなたたち、そして地球上の人たちが同じ過ちを繰り返さない。その思いが込められているのよ」と。
　アメリカの投下した原子爆弾で1945年12月末までに広島では約14万人（広島市ホームページより）、長崎
では約7万4,000人（長崎市平和･原爆総合ページより）が亡くなったと推計されています。



　広島での取材で被爆体験を聞かせていただいた淺
あさかわ

川晴
は る え

惠さん（写真上の右）は現在77歳、長崎で被爆した時は
９歳でした。「核の愚かさを日本や世界に対して訴える勇気をぜひ持ってほしい！」と語ってくださいました。
　原発事故のあと15万人以上が避難生活を続ける福島では、避難先の南相馬市で「サラダ農園」を経営する
川村博さん（写真下の左）にお会いしました。ふるさと浪

な み え

江町の復興をめざし、賠償だけではなく自立と就労
を訴えておられます。

被爆地　広島にて

福
島
県
南
相
馬
に
て



　福島県会津若松市では県内自主避難連絡会のお母さんたち（写真上）に、そして福島市の福島
医療生協わたり病院では町田理恵子さん（写真下の右）にお会いしました。自主避難している人も、
まちに残って暮らしつづける人も、子どもたちを放射能から守りたいという願いはひとつです。



　岐阜環境医学研究所所長の松井英介医師と妻の和子さんに内部被曝についてお聞きしました（写
真上）。写真下は、今号特集の取材に取り組んだ編集室メンバー。左から谷口倫

みちひろ

展さん、鳴川真弓さ
ん、谷口純子さん、山本八重子さん、根津眞澄さん。「原爆も原発被害も日本で起きた私たちの問題
だとあらためて考えさせられました」 （写真・文　広島は谷口倫展さん、福島は根津眞澄さん）
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長崎にはあの日、11時過
ぎに原爆が投下されまし
た。
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若者が自分の仕事に
やりがいと誇りを持てるように

　

　　寺
てらさか

坂　渉
わたる

さん

全国福祉保育労働組合東海地方本部　副執行委員長
第19回社会福祉研究交流集会in東海　若手分科会担当実行委員

●
若
い
職
員
の
悩
み
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
東
海
地
方
本
部
（
以
下
、
東
海
地
本
）
で
は
、
秋
に
労
働
組
合
の
基
礎
を
学

ぶ
『
労
働
組
合
講
座
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
各
分
会
か
ら
実
行
委
員
を
選
出
し
、
労
働

者
の
権
利
や
情
勢
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
感
じ
る
の
は
、
若
い
職
員
の
悩
み
が
深
刻
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

「
と
に
か
く
毎
日
が
大
変
」「
悩
み
を
相
談
し
た
く
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
」「
や
り
残
し
た
仕
事
を

休
み
の
日
に
す
る
の
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
な
い
」
な
ど
日
々
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
仕
事
に

就
い
た
頃
の
若
い
職
員
の
悩
み
の
多
く
は
、「
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
け
ど
賃
金
が
安
く
て
で
き
な
い
」

と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
が
む
し
ゃ
ら
に
仕
事
は
し
な
が
ら
も
、「
自
立
し
て
頑
張

り
た
い
！
」
そ
ん
な
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
れ
な
い
ほ
ど
余
裕
が
な

い
状
態
の
よ
う
で
す
。

●
「
中
堅
」
と
呼
ば
れ
る
世
代
の
若
年
化
と
学
習
の
重
要
性

事
業
所
の
多
く
が
、
今
日
の
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
厳
し
い
情
勢
に
対
抗
す
べ
く
新
規
事
業
を
展
開
す
る

中
で
、
働
き
始
め
て
二
、
三
年
の
職
員
が
「
中
堅
」
職
員
と
し
て
の
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
験

も
少
な
く
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
中
で
、
後
輩
を
支
え
て
い
く
余
裕
も
な
い
の
で
す
。
経
験
が
少
な
い

職
員
が
増
え
、
支
え
る
側
の
「
中
堅
」
職
員
も
若
い
職
員
も
、
と
も
に
余
裕
が
持
て
な
い
こ
と
も
う
な
ず

け
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
労
働
組
合
講
座
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
今
の
情
勢
や
自
分
た
ち
労
働
者
の
権
利
を
学



福祉のひろば　2013－87

ん
で
い
く
中
で
、次
第
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
く
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
悩
み
を
共
有
す
る
中
で
、

自
分
だ
け
が
し
ん
ど
い
思
い
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ

た
り
、
自
ら
今
の
情
勢
や
働
く
者
の
権
利
を
学
習
す
る
中
で
、
新
た
に
〝
わ
か
る
〟
こ
と
が
少
し
ず
つ
自

信
に
つ
な
が
っ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
顔
を
合
わ
せ
て
語
り
、
そ
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
自
分
自
身
を

見
つ
め
な
お
し
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
考
え
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
若
い
職
員
を
支
え
る
意
味
で
も
、
各
職
場
で
若
者
は
深
刻
に
悩
ん
で
い
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
支
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
そ
の
学
べ
る
場
と
し
て
、
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
を
愛
知
で
開
催
（
八
月
三
一
日
〜
九
月
一
日
）

今
年
の
第
一
九
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
in
東
海
は
、「
福
祉
職
場
の
解
体
新
書
～
お
も
し
ろ
さ
を

『
科
学
』
す
る
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
（
愛
知
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
。
主
催
は
同
実
行

委
員
会
・
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
。
詳
細
は
四
六
～
四
七
ペ
ー
ジ
参
照
）。
若
い
職
員
が
福
祉
の
仕
事
の
魅
力

や
お
も
し
ろ
さ
、
楽
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
集
会
に
し
た
い
と
思
い
、
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

悩
め
る
若
い
職
員
が
、
自
分
の
仕
事
に
や
り
が
い
と
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
く
今
日

の
情
勢
を
学
び
、
全
国
の
福
祉
に
関
わ
る
仲
間
た
ち
と
現
状
を
話
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
三
〇
歳
代
ま
で
の
若
者
が
参
加
す
る
分
科
会
も
行
い
、
全

国
の
仲
間
た
ち
と
思
い
を
共
有
し
、
明
日
へ
つ
な
げ
る
活
力
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
身
近
な
悩
め
る
若
い
職
員
を
お
誘
い
の
上
、
研
究
交
流
集
会
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

てらさか　わたる
1982年生まれ。趣味は子育て。保育園で保育士として働き、
一児（娘）を持つ父親としても奮闘中。
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福
島
原
発
事
故
の
収
束
は
ほ
ど
遠
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
政
府
は
、
緊
張
が
増
す
中
近
東
情
勢
の
中
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ト
ル
コ
、

Ｕ
Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）
へ
の
原
発
輸
出
を
促
進
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
原
発
が
停
止
状
態
と
は
い
え
、
五
四
基
も
が
狭
い
国
土

に
犇ひ

し

め
い
て
い
た
日
本
は
准
核
保
有
国
と
称
さ
れ
る
。
核
兵
器
を
製
造
で
き
る
核
燃
料
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
原
子
力
技
術
を
保
有
す
る
か

ら
だ
。
そ
も
そ
も
日
本
の
原
発
推
進
の
ね
ら
い
は
そ
こ
に
あ
る
と
論
じ
る
人
も
い
る
。
被
爆
国
の
首
相
で
あ
り
な
が
ら
原
発
売
り
込
み

を
行
う
姿
勢
は
、
人
類
の
核
廃
絶
、
戦
争
放
棄
の
願
い
に
反
す
る
。

そ
う
い
え
ば
在
沖
縄
米
兵
の
六
割
を
占
め
る
海
兵
隊
が
、
道
東
の
矢や

う
す
べ
つ

臼
別
演
習
場
で
一
三
回
目
の
訓
練
を
行
い
、
ま
た
も
着
弾
地
を

誤
る
。
沖
縄
の
負
担
軽
減
と
い
う
名
目
で
開
始
し
た
も
の
だ
。
日
本
会
議
地
方
議
員
連
盟
に
所
属
し
て
い
た
大
阪
府
知
事
や
慰
安
婦
容

認
の
大
阪
市
長
が
、
八
尾
飛
行
場
を
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
候
補
に
と
名
乗
り
を
あ
げ
る
。
米
軍
移
動
費
を
払
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
手
盛
り

の
矢
臼
別
演
習
場
訓
練
が
八
尾
飛
行
場
配
備
に
ダ
ブ
る
。
今
の
政
府
や
巨
大
マ
ス
コ
ミ
は
、
平
和
を
脅
か
し
国
民
を
危
機
に
さ
ら
す
真

実
を
伝
え
な
い
。
粘
り
強
く
真
実
を
伝
え
る
こ
と
が
日
々
問
わ
れ
る
。
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
平
和
の
大
切

さ
を
伝
え
る
こ
と
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
。

被
爆
国
の
首
相
の
原
発
売
り
込
み
は
、
明
ら
か
に
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
《
即
退
場
》
だ
！　

こ
の
間
、
多
く
の
国
民
が
核
兵
器
廃
絶
と
原

発
ゼ
ロ
は
共
通
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
今
号
で
は
、
本
誌
編
集
室
メ
ン
バ
ー
が
、
広
島
、
福
島
、
岐
阜
の
三
県
の
方
々
に
取
材
を
重
ね
、

同
じ
日
本
の
国
民
と
し
て
の
、
そ
の
再
認
識
を
共
有
し
て
い
っ
た
。�

（
編
集
主
幹　

黒
田
孝
彦
）

平
和
と
福
祉
シ
リ
ー
ズ

原
爆
と
原
発
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